②景観デザイン基準チェックリスト

景観デザイン基準チェックリスト
●広告物の種類や各地区に該当する基準のチェック欄に（レ）を記入してください。
①屋外広告物　　景観の保全と調和の観点から、建築物の敷地内での屋外広告物の設置を制限する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	項目
	地区
	基　　　準
	ﾁｪｯｸ

	共通事項
	共　通
	敷地より外に突き出して設置しない。
	□

	
	
	蛍光色の使用や輝度の高い演出を避け、周辺との調和を考慮する。
	□

	
	
	設置場所を集約化するとともに、過剰にならないよう配慮する。
	□

	
	
	歩行者の通行に支障とならないよう設置する。
	□

	
	
	点滅するものは、設置しない。
	□

	
	
	映像表示等の新しいメディアを利用した広告は、駅前広場等のにぎわいを演出するものに限定するとともに、建築壁面との調和を考慮する。
	□

	
	ビジネス
エリア
	敷地内建築物（建築物内の店舗等を含む）のための広告物に限る。
	□

	
	賑わい創出
エリア
	幕張新都心中心内建築物（建築物内の店舗等を含む）のための広告物に限る。
	□

	屋上利用広告
	ビジネス
エリア
	屋上・ペントハウス及び屋根の上部等へ設置しない。
	□

	壁面利用広告
	ビジネス
エリア
	低層階（1～3階等）では、建築物との一体的なデザインによるものとする。

低層階以外の壁面では、ビルの名称に限定するものとし、同一壁面につき１箇所とする。
	□

	窓面利用広告
	ビジネス
エリア
	窓に被って設置しない。
窓の内側又は外側若しくは両側に直接掲示しない。ただし、周辺の景観に調和したデザインを行うものについては、この限りでない。
	□

	
	賑わい創出
エリア
	窓に被って設置しない。
窓の内側又は外側若しくは両側に直接掲示しない。ただし、周辺の景観に調和したデザインを行い、にぎわいを演出するものについては、この限りでない。
	□

	突出広告
（袖看板）
	共　通
	１階又はスカイウェイ等の歩行者が通行する階に限定するものとし、1店舗につき１箇所で、歩行面から広告物下端までの高さ2.5ｍ以上、上端3.5ｍ以下、突出幅0.75ｍ以下とする。

周辺の景観に調和したデザインを行い、過剰にならないよう配慮する。
	□

	独立広告
	ビジネス
エリア
	１店舗につき1箇所とし、敷地境界線から1ｍ以上後退する。

高さ8ｍ以下かつ幅1ｍ以下とし、コーナー広場では、原則として設置しない。ただし、集約して設置するものについては、この限りでない。
	□


②ショーケース　
新都心の賑わいとアメニティの演出、特に夜間の歩行者空間の演出のため、ショウケース等の設置に努める。
	項目
	地区
	基　準
	ﾁｪｯｸ

	ショーケース
	共　通
	周辺の景観に調和したデザインを行い、過剰にならないよう配慮する。
	□


③その他の広告物　
　広告幕、はり紙、バナー、屋外を対象とする広告物等　
	項目
	地区
	基　　　準
	ﾁｪｯｸ

	その他の広告物
	共　通
	集約して設置する。
	□

	
	
	はり紙やバナー等の設置は、低層部（1～3階等）に限定する。
	□

	
	
	広告幕等の規模は、壁面利用広告と同様とする。
	□

	
	
	幟、立て看板は、設置しない。ただし、敷地境界線から10ｍ以上後退して設置するものについては、この限りでない。
	□

	
	
	可動式広告は、1店舗につき1箇所とし、高さ1.45ｍ、幅及び奥行き0.9ｍ以下で、安全の確保に配慮する。
	□

	
	
	周辺との調和を考慮し、過剰にならないよう配慮する。
	□


